
小型小売店のシステム支援企業として
多様なお店づくりをご提案します。

な、12カ国の通貨に対応したATM型外貨両替機を「ポプラヨーロッ
パ通り店」に設置いたしました。今後、利用状況の分析を進め、設置店
舗の拡大を検討してまいります。
●株式会社ローソンとの戦略的協業関係を強化
　当社と株式会社ローソンは、これまでも原材料調達、商品の共同仕
入れ、物流インフラの相互活用、山陰地区でのダブルブランド店舗の
展開などの取組を推進してまいりましたが、両社の業務提携をさら
に強化することと、その実効性を高めるために、6月30日付で株式会
社ローソン及び当社代表取締役会長 目黒俊治に対する第三者割当に
よる新株式発行を実施いたしました。
　また、今後のマイクロ・マーケット店舗（工場、オフィスビル、学校、
駅、事業所など閉鎖商圏内の比較的小規模店舗の社内呼称）の展開促
進、加盟店ニーズに対応した多様な店舗形態、運営形態の出店を全国
で推進することを目的に、既存の店舗開発チームとは別に、部署横断
的な業務を社長直轄で行う「開発戦略室」を新設し、活動を開始して
おります。
　合わせて、中京地区本部準備室を設立し、中京エリア進出に向けた
具体的な準備に着手いたしました。中京エリアでの出店時期は来春
を予定しております。

 今後の見通しについて
　第43期の通期連結業績の見通しといたしましては、営業総収入は
29,653百万円（前連結会計年度比10.9%減）、営業損失は42百万
円（前連結会計年度実績：営業損失468百万円）、経常利益は161
百万円（同：経常損失435百万円）、親会社株主に帰属する当期純利
益は178百万円（前連結会計年度比38.1%減）を見込んでおります。

代表取締役社長  目黒 真司

 当中間期の業績について
　政府による経済政策や金融政策を背景に緩やかな回復基調が続い
ているものの、消費者の節約志向は依然として根強く、個人消費は低
調に推移いたしました。また中国経済の減速や不安定な国際情勢など
から、先行きは不透明な状況が続いております。このような状況のもと、
当社グループの業績は、チェーン売上高26,417百万円（前年同期比
13.5%減）、営業総収入14,887百万円（同16.9%減）、営業損失130
百万円（前年同期実績：営業損失50百万円）、経常利益9百万円（同：
経常損失52百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益83百万円

（同：親会社株主に帰属する四半期純損失155百万円）となりました。
　チェーン売上高及び営業総収入減少の主因は、前期に山陰地区の
ポプラ53店舗が株式会社ローソンとの合弁事業へ移行したことに
伴うものです。なお、山陰事業に関しては合弁事業会社が持分法適用
関連会社となっており、当社が株式約30%を保有しております。

 当中間期の取り組み施策について
●商品・サービスの状況
　中食の鍛えなおしを重点課題として引き続き取組を推進してまい
りました。「こだわり」の商品で生活に彩りを！、をテーマに投入を開
始した4つの「彩家シリーズ」のうち「彩家カフェ」は6月より本格展
開を開始。イタリアの老舗メーカー「カリマリ社」のエスプレッソマ
シンで一気に抽出することでコーヒー豆本来の旨味を引き出した
コーヒーは、6月の1店舗当たりの販売数量が前年比130%を達成す
るなど好調な滑り出しとなりました。「彩家カフェ」は8月末現在
190店舗で導入を完了しております。
　サービス面では、訪日外国人のお客様が24時間いつでも利用可能

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、ここに当社第43期中間報告書（平成29年3月1日から平成29年8月
31日まで）をお届けし、事業の概況をご報告申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援とご鞭撻を賜り
ますようお願い申しあげます。 敬具

平成29年11月

中間報告書
平成29年3月1日から平成29年8月31日まで

第43期



ポプラグループのストアブランド経　営　理　念

常に新しい利便性を追求し、お客様に
必要とされる企業になる。

オーナーに信頼され、取引先、株主様
に支持される企業になる。

商業の正道をもって利益を追求する
企業になる。

社員能力の育成をもって企業発展の
礎とし、ひとりひとりの生涯設計ので
きる企業になる。

ポプラグループは、住宅街やロードサイドな
ど、郊外立地を中心に展開する「ポプラ」に加え、
都市型コンビニエンスストア「生活彩家」、高速
道路にゆとりの空間を彩る「ハイウェイ彩家」、
関東・関西地方を中心に展開する「くらしハウ
ス」、「スリーエイト」といった複数のブランドを
有し、立地・顧客特性に応じた出店でお客様に
支持されるコンビニエンスストアチェーンを目
指します。

前期実績（通期） 当中間期実績 下期計画

出 店 85 31 62

閉 店 131 35 6

期末店舗数 472 468 524

　新規出店は、マイクロ・マーケット店舗を主に、法人加盟
の開拓と企業コラボによる出店を推進した結果、大学、病院
への出店のほか、工場・オフィス内店舗など合計31店舗（閉
店35店舗）を実施し、期末店舗数は468店舗となりました。

【ポプラ】
●MQ藤沢店（神奈川県）
●  東京国際大学坂戸キャンパス

店（埼玉県）
●西淀川千舟店（大阪府）
●ホテルオークス森ノ宮店（大阪府）
●金沢沖町店（石川県）
●ドリームピット店（佐賀県）
●福江岐宿店（長崎県）
●福江富江店（長崎県）

【生活彩家】
●OCS東京スカイゲート店（東京都）
●昭島病院店（東京都）
●東京家政学院店（東京都）
●成田ゲートウェイホテル店（千葉県）
●新東京病院店（千葉県）
●浅井病院店（千葉県）

●  東京国際大学第1キャンパス
店（埼玉県）

●  東京国際大学第2キャンパス
店（埼玉県）

●プラスアイ稲荷山店（茨城県）
●プラスアイ海下店（茨城県）
●プラスアイ会瀬店（茨城県）
●アクア店（石川県）
●大阪産業大学店（大阪府）
●朝日医療大学校店（岡山県）
●イオンモール広島祇園店（広島県）
●イオンモール広島府中店（広島県）
●比治山大学店（広島県）
●田川市立病院店（福岡県）
●福岡女子短期大学店（福岡県）
●済生会唐津病院店（佐賀県）
●くまもと森都総合病院店（熊本県）
●長崎川棚医療センター店（長崎県）
●大村市民病院店（長崎県）九州地区 89店

関東地区 156店

中国地区 163店

関西地区 37店

北陸地区 23店
●地域別 店舗数

新規出店の状況

1

2

3

4

　トピックス1

　女性・シニア客層をターゲットに
昨年導入した新ブランド「彩家シ
リーズ」は、ヘルシー&ライトをテー
マに弁当やパスタ、スイーツの強化
を図りました。秋からはターゲット
をより明確にした高品質のベーカ
リーやサンドウィッチ、デザートを
投入してまいります。

「彩家シリーズ」高品質な商品を続々投入！ 



当第2四半期（累計）実績
（単位：百万円）

前年同期比
（％）

小 売 部 門 8,488 78.1

卸 売 上 部 門 3,850 92.4

加盟店からの収入 800 87.6

その他の営業収入 879 97.4

そ の 他 の 事 業 868 81.5

合 計 14,887 83.1

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

科　　目 当第2四半期末
平成29年8月31日現在

前期末
平成29年2月28日現在

流動資産 3,433 3,080

固定資産 9,459 9,669

有形固定資産 4,245 4,409

無形固定資産 531 663

投資その他の資産 4,682 4,596

資産合計 12,892 12,749

科　　目 当第2四半期末
平成29年8月31日現在

前期末
平成29年2月28日現在

流動負債 5,122 6,010
固定負債 3,376 3,486
負債合計 8,499 9,497
株主資本 4,036 2,955
その他の包括利益累計額 356 296
純資産合計 4,393 3,252
負債純資産合計 12,892 12,749

四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目
当第2四半期（累計）
平成29年3月 1 日から
平成29年8月31日まで

前第2四半期（累計）
平成28年3月 1 日から
平成28年8月31日まで

売上高 13,208 16,103

営業収入 1,679 1,819

売上原価 10,299 12,542

営業総利益 4,588 5,380

販売費及び一般管理費 4,718 5,431

営業損失（△） △ 130 △ 50

営業外収益 164 28

営業外費用 24 30

経常利益（△損失） 9 △ 52

特別利益 119 4

特別損失 19 80

税金等調整前四半期純利益（△損失） 109 △ 128

法人税、住民税及び事業税 24 30

法人税等調整額 1 △ 3

四半期純利益（△損失） 83 △ 155

親会社株主に帰属する四半期純利益（△損失） 83 △ 155

四半期連結損益計算書 営業総収入の内訳

前期末に比較し353百万円増
加し3,433百万円となりまし
た。これは、主に現金及び預
金が430百万円増加したこと
によるものです。

流動資産

前期末に比較し1,140百万円増加
し4,393百万円となりました。こ
れは、主に増資により資本金及び
資本剰余金がそれぞれ498百万円
増加したことによるものです。

純資産

売上高の内訳の主なものは、当社
直営店舗の小売売上高8,488百万
円（前年同期比21.9%減）、フラ
ンチャイズ加盟店に対する卸売上
高3,850百万円（同7.6%減）です。

売上高

POINT

1

POINT

3

POINT

2

POINT

1
POINT

2
POINT

3

財務情報の開示について
詳細な財務情報については、当社ホームページの

「IR情報」にて開示しております。
下記のURLからご参照ください。

http://www.poplar-cvs.co.jp/ir/

　連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

　トピックス2

　女性・シニア客層の取り
込みに力を入れる一方で、
ポプラのロイヤルユーザー
の期待に応えるため、ポプ
ラならではの他チェーンに
は真似のできない思い切っ
た大型商品の開発も行って
まいります。

この秋ポプラは「漢祭り（おとこまつり）」を開催します！



当社のホームページでも様々な情報を
公開しております。

http://www.poplar-cvs.co.jp/

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定 時 株 主 総 会 毎年5月に開催
期末配当金基準日 毎年2月末日
中間配当金基準日 毎年8月31日
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
（お問い合わせ先） 〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

電話0120－094－777（通話料無料）
公 告 方 法 電子公告といたします。
公 告 掲 載 U R L http://www.poplar-cvs.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に掲載いたします。）

上場金融商品取引所 東京証券取引所市場第一部
証 券 コ ー ド 7601

（ご注意）
1.　   株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座

を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人

（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんので、ご注意ください。
2.　   特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ

信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国
本支店でもお取次ぎいたします。

3.　   除斥期間満了前の未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本
支店でお支払いいたします。

平成29年11月発行

（平成29年8月31日現在）

所有者別株主分布状況 所有者別株式分布状況

発行可能株式総数 36,160,072株
発行済株式の総数 11,787,822株
株主数 10,677名
第42期末に比べ407名減少しました。

（注）持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数 持株比率
目黒　俊治 2,419,144 株 20.52 ％

株式会社ローソン 2,150,300 18.24

ポプラ協栄会 1,754,609 14.88

ポプラ社員持株会 292,631 2.48

株式会社広島銀行 212,960 1.80

三菱食品株式会社 177,855 1.50

株式会社もみじ銀行 172,934 1.46

日本生命保険相互会社 166,060 1.40

東京海上日動火災保険株式会社 159,720 1.35

三菱UFJ信託銀行株式会社 133,100 1.12

（平成29年8月31日現在）

　会社情報／株式情報 Corporate Data/Stock Data

大株主（上位10名）

株式の状況（平成29年8月31日現在）

社 名 株式会社ポプラ

本 社 〒731- 3395

広島市安佐北区安佐町大字久地665-1

資 本 金 29億886万7,725円

設 立 昭和51年（1976年）4月20日

チェーン店舗数 468店舗

従 業 員 数 357名

事 業 内 容 当社は、フランチャイズチェーンシステムによるコ
ンビニエンスストアの経営を主要業務として営ん
でおります。

会社概要

（平成29年8月31日現在）

（注）   出資比率には、間接所有分（　　）を含めて記載しております。なお、その内訳は、
当社26.7％、大黒屋食品株式会社73.3％となっております。

会社名 資本金（千円） 出資比率（％） 主要な事業内容

大黒屋食品株式会社 10,000 100 食品製造卸事業

ポプラ保険サービス
有限会社 3,000

（注）100
（73.3） 保険代理店事業

主な子会社

株主メモコミュニケーションツールのご紹介

■ 金融機関　25名（0.23％）
■ 外国法人等　26名（0.24％）
■ 金融商品取引業者　18名（0.16％）
■ 個人・その他　10,493名（98.27％）
■ その他の法人　115名（1.07％）

■ 金融機関　1,641,674株（13.92％）
■ 外国法人等　56,760株（0.48％）
■ 金融商品取引業者　132,773株（1.12％）
■ 個人・その他　6,639,248株（56.32％）
■ その他の法人　3,317,367株（28.14％）

（平成29年8月31日現在）（平成29年8月31日現在）

■ 金融機関　25名（0.23％）
■ 外国法人等　26名（0.24％）
■ 金融商品取引業者　18名（0.16％）
■ 個人・その他　10,493名（98.27％）
■ その他の法人　115名（1.07％）

■ 金融機関　1,641,674株（13.92％）
■ 外国法人等　56,760株（0.48％）
■ 金融商品取引業者　132,773株（1.12％）
■ 個人・その他　6,639,248株（56.32％）
■ その他の法人　3,317,367株（28.14％）

（平成29年8月31日現在）（平成29年8月31日現在）

（平成29年8月31日現在）役員

代表取締役会長 目 黒 　 俊 治 常 勤 監 査 役 宮 崎 　 　 進

代表取締役社長 目 黒 　 真 司 社 外 監 査 役 大 野 　 勝 美

取 締 役 野 村 　 一 雄 社 外 監 査 役 浴 森 　 　 章

取 締 役 市 村 　 英 世

社 外 取 締 役 藏 田 　 和 樹


